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１． はじめに                                         
道路橋示方書（以下，道示と称す）が定める許容軸方向圧縮応力度の基となる耐荷力曲線 1)は，1970 年～80 年代

の研究成果をもとに策定され，それらを用いて設計された鋼橋が，長大橋から中小河川橋に至るまで数多く架設さ

れている．しかしながら，その耐荷力曲線は諸外国の規定 2)や我が国の土木学会が提案する耐荷力曲線 3)と比べ安

全率が高く，現在に至るまで見直しがなされていない．また，現在は性能照査型設計法に移行しつつあり、安全性

が検証できれば，耐荷力曲線の規定を緩和することが可能な状況にある．そこで，本報では，主たる部材が圧縮と

なる鋼単純下路式トラス橋を選定し，土木学会が提案する柱の耐荷力曲線（以下，土木学会式と称す）を用いて設

計した断面と道示を用いて設計した断面を比較することで，鋼単純下路式トラス橋の合理化の可能性を検証する． 
２． 検証内容 
（１）対象橋梁 
対象橋梁の選定に際しては，架設系で断面が決定されていないこと，圧縮部材となる上弦材・斜材の許容軸圧縮

応力度が主に柱の座屈により低減されていることを考慮し，実際に施工が完了している図-1 及び表-1 に示す鋼単

純下路式トラス橋 A，B を選定した．なお両橋とも主構造

総加工鋼重に対して圧縮部材が約 30%を占める（表-1参照）． 
（２）断面の照査方法 

圧縮部材の局部座屈を考慮しない許容軸方向圧縮応力度

は，土木学会の鋼・合成標準示方書 3)の耐荷力式において

局部座屈は考慮しないものとして式(1)および安全率 1.7 を

考慮して式(2)から算出した．図-2 に道示式の値との比較を

示す．照査に用いる許容軸方向圧縮応力度は，局部座屈の

影響を道示Ⅱに準拠し，式(3)に示すように算出した． 

圧縮部材の断面照査では，軸力に加え自重および中立軸

の偏心による曲げモーメントも考慮した. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

図-1 解析対象橋梁 

表-1 解析対象橋梁の諸元 
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ここに， rdN ：部材の設計軸方向圧縮耐力， gA ：照査部材の断面積

ydf ：設計降伏強度， l：部材の有効座屈長， r：断面 2 次半径， 

0λ ：限界細長比ﾊﾟﾗﾒｰﾀ(=0.2)，α ：初期不整係数(=0.089)， 

λ ：細長比ﾊﾟﾗﾒｰﾀ(= rlEf yd ///1 ⋅⋅π )， E ：ﾔﾝｸﾞ率， 

bγ ：部材係数(=1.0)， cazσ ：許容軸方向圧縮応力度， 

cagσ ：局部座屈を考慮しない許容軸方向圧縮応力度， 

calσ ：局部座屈に対する許容応力度， 

caoσ ：局部座屈を考慮しない許容軸圧縮応力度の上限値 

式(1)

式(2)

式(3)

記号 条件 単位 トラスA トラスB

L1 橋長 m 84.0 79.0

L2 支間長 m 82.1 78.1

B1 総幅員 m 9.2 8.2

B2 主構間隔 m 10.0 9.1

H1 主構高 m 9.5 10.0

- 床版形式 - RC床版 RC床版

-
圧縮材鋼重
/主構造加工鋼重

－ 0.285 0.296
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３． 検証結果 

（１）断面積低減効果 

 上弦材・斜材の圧縮部材を前節の式を用いて再設計し，基本

設計（道示式）の結果と比較した．その結果は，表-2 に示すと

おりであり，それを用いて以下，トラス A 及び B の各々につい

て考察する．なお，土木学会式を用いて断面決定するケースに

ついては，道示Ⅱ 4.3 による照査値が基本設計の結果とほぼ同

等となるよう配慮することで，断面決定のレベルを合わせるこ

ととした．また，ここで検証する部材については，基本設計の

段階から局部座屈で断面が決定されている部材もあるため，

柱の座屈耐荷力の向上による断面積の低減効果が局部座屈の

影響で小さい部材も含まれる． 

1)トラス A 

トラス A では，土木学会式を適用することにより，上弦材は

4～13%程度，圧縮斜材は約 7～30%の断面積の低減が可能である．

また，細長比パラメータが 0.5～0.6 の上弦材は断面積の低減率

は低く，0.7 以上となる圧縮斜材において断面積の低減率は大き

くなっている．これは，図-2 に示す柱の耐荷力曲線の比較より，

細長比パラメータが 0.8 近傍において両者の耐荷力の差が最も

大きく，土木学会式を用いることによる断面積の低減効果が高

くなったことが主な理由であると考えられる．ガセットの板厚

については，母材厚以上にガセット板厚を減じることができな

いため，大幅な改善は見込めない結果となった． 
2)トラス B 

トラス B については，土木学会式を用いた場合，道示式で設

計する場合に比べて上弦材・斜材はそれぞれ 7～17%，0～18%
の断面積低減効果が期待できる．本結果からトラス B の上弦材

については，トラス A より若干断面積低減効果が大きいことが

確認できる．一方，斜材の断面積低減効果は，細長比から予測されるものより小さく，またトラス A と比較しても

小さい結果となった．これは，トラス B はトラス A に比較して斜材のフランジ幅が広く（トラス A：410mm，トラ

ス B：470mm），局部座屈の影響によって断面積の低減効果が小さくなったためである．一方，ガセットについては

概ねトラス A と同様の傾向であるが，断面に余裕があった U4 のみ改善効果が大きい結果(6mm の減厚)となった． 
（２）鋼重の低減効果 

表-3 は，柱の耐荷力曲線に土木学会式を適用した場合の鋼重低減効果を，トラス A 及び B についてまとめた結

果である．その結果，上弦材および斜材の大型材片・小型材片鋼重が約 4～20％の幅で低減していること，主構造

の総加工鋼重ではトラス A 及び B で，各々鋼重低減率が 3.7％，3.4%であることが確認できる． 
４． まとめ 
鋼単純下路式トラス橋を選定し，土木学会が提案する柱の耐荷力曲線を用いて設計した断面と道示を用いて設計

した断面を比較することで，鋼単純下路式トラス橋の合理化の可能性を検証した．その結果，今回の条件下では，

鋼重については，約 3.5％程度の低減効果を期待できることが確認できた．なお，トラス部材の断面は製作性や継手

部のボルト配置により制限を受けるが，柱の座屈耐荷力を見直す場合，従来型設計に比較して局部座屈の影響が少

ない断面構成にすることが必要であると考えられる． 
 
 

 

表-2 断面積の低減効果 

表-3 鋼重の低減効果 

図-2 耐荷力曲線の比較

鋼重増減
（学会-道示）

（ｋｇ）

鋼重増減率
（学会/道示）

（％）

(b)/(a) - -

-11624(-10590) -3.7(-3.4)
（注記）　(　）内はトラスBを表す．

トラスA(トラスB)

上弦材

大型材片鋼重 -6216(-8230) -9.3(-13.0)

小型材片鋼重 0 0

合計鋼重 -6216(-8230) -8.5(12.0)

斜 材

(a)大型材片鋼重 -5202(-2360) -12.9(-5.0)

(b)圧縮部材大型材片鋼重 -5202(-2360) -22.3(-12.0)

0

小型材片鋼重 -206(0) -3.8(0)

合計鋼重 -5408(-2360) -11.8(-5.0)

主構造　総加工鋼重

（上弦材+圧縮斜材）の大型材片鋼重 -11418(-10590) -12.6(-12.0)

下弦材
大型材片鋼重 0 0
小型材片鋼重 0

（道示） （学会）
U1 0.59(0.60） 0.60(0.60） -4%(-7%） 0mm(0mm)
U2 0.59(0.59） 0.61(0.60） -13%(-17%） 0mm(-1mm)
U3 0.58(0.58） 0.59(0.58） -11%(-14%) -1mm(-4mm)
U4 0.58(0.59） 0.58(0.58） -12%(-17%） -1mm(-6mm )
S0 0.65(0.69) 0.65(0.70） -7%(-9%) -
S2 0.98(1.00) 1.00(0.98） -31%(-18%) -
S4 0.81(0.80） 0.81(0.78) -26%(-9%) -
S6 0.96(1.03) 0.96(1.03） -10%(0%) -
S7 0.96(-) 0.96(-) -10%(-) -

(注記）(　）内はトラスBの結果を表す．

部材

ﾄﾗｽA(トラスB)
細長比

パラメータ
断面積低減効果
（学会/道示）

ガセット板厚
改善効果
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